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 [授業の概要・目的]
哲学の主要な問題の一つとして、知識とは何かという問題がある。それは認識論と呼ばれるが、こ
の講義では、認識論の歴史の一部を取りあげながら、知識をどのように捉えられてきたのかという
ことを学びながら、それを、どのようにしてわれわれが生きる現代に活かせるのかということを考
えてみる。

 [到達目標]
①哲学の歴史の一部を学ぶ
②歴史を学ぶことがどのように現代のわれわれに活かせるかということを考える。

 [授業計画と内容]
いちおう現在の予定を書いておきます。もちろん授業は、いつも双方向性のものなので、予定通り
にいかないこともあります。

1.　　ガイダンス
2-3.　ソクラテス以前
4.　　ソフィストーソクラテス
5-6. プラトン・アリストテレス
6-8. ヘレニズム
9-古代と近代、現代の関係
14.　 まとめ

授業回数はフィードバックを含め全15回とする

 [履修要件]
特になし

 [成績評価の方法・観点]
最後の授業日の小テストで成績判定する。

 [教科書]
授業中に指示する
 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
関連する書籍をなるべく読み、興味ある問題については考えるようにしてください。

 [その他（オフィスアワー等）]
 

 [主要授業科目（学部・学科名）]


